
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

七
つ
ボ
タ
ン 

 

予
科
練
の
制
服
「
七
つ
ボ
タ
ン
」
は
、
制
服

の
上
着
の
ボ
タ
ン
の
数
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
予
科
練
生
が
七
つ
ボ
タ
ン
の
制

服
を
着
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1942(

昭
和

17)

年
11
月
１
日
か
ら
で
す(

予
科
練
の
15
年

の
歴
史
の
中
で
、
七
つ
ボ
タ
ン
の
制
服
は
、
わ

ず
か
３
年
弱
で
し
た
）
。
そ
れ
ま
で
は
、
ジ
ョ

ン
ベ
ラ
と
い
う
通
常
の
セ
ー
ラ
ー(

水
兵)

服

を
着
用
し
て
い
て
、
さ
ほ
ど
評
判
は
高
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
全
国
の
少
年
た
ち

の
憧
れ
の
的
と
な
る
よ
う
な
制
服
に
す
る
の

と
同
時
に
、
予
科
練
生
の
待
遇
改
善
の
た
め
に
、

短
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
七
つ
ボ
タ
ン
に
下
士
官
型
軍

帽
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
1943(

昭
和
18)

年
６

月
、
東
宝
映
画
「
決
戦
の
大
空
へ
」
が
封
切
ら

れ
、
そ
の
主
題
歌
「
若
鷲
の
歌
」
で
「
若
い
血

潮
の
予
科
練
の 

七
つ
ボ
タ
ン
は
桜
に
い
か

り
」
と
歌
わ
れ
る
と
、
一
躍
「
七
つ
ボ
タ
ン
」

が
有
名
に
な
り
、
予
科
練
の
代
名
詞
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
七
つ
ボ
タ
ン
は
世
界
の
七
つ
の
海

を
越
え
て
大
空
を
駆
け
巡
る
意
味
、
月
月
火
水

木
金
金
と
い
う
休
日
の
な
い
猛
訓
練
の
意
味

も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
海
上
自
衛
隊
で
も
自
衛
隊
生
徒
や
一
般
曹

(

下
士
官)

候
補
学
生
に
は
、
こ
の
予
科
練
の
制

服
に
似
た
、
短
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
七
つ
ボ
タ
ン
に
下

士
官
型
軍
帽
の
制
服
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

予
科
練
の
教
育 

予
科
練
の
教
育
の
目
的
は
「
予
科
練
習
生
に

関
す
る
教
育
綱
領
第
16
条
」
に
よ
れ
ば
、「
予

科
練
習
生
ノ
教
育
ハ
徳
性
ヲ
涵
養
シ
体
力
ヲ

錬
成
シ
学
術
ヲ
修
得
シ
モ
ッ
テ
将
来
航
空
特

務
士
官
ト
シ
テ
軍
務
ヲ
遂
行
ス
ル
ニ
必
要
ナ

ル
基
礎
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
本
旨
ト
ス
」
と
あ

り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
専
門
教
育
以
前
の

海
軍
航
空
の
中
堅
幹
部
と
し
て
の
幅
の
広
い

基
礎
教
育
で
し
た
。 

そ
の
教
育
内
容
は
、「
予
科
」
教
育
で
あ
り
、

海
軍
軍
人
と
し
て
の
基
礎
素
養
で
あ
る
精
神

力
と
体
力
の
錬
成
を
目
的
と
す
る
訓
育
科
目
、

海
軍
の
制
度
、
通
信
、
兵
器
の
取
り
扱
い
等
の

一
般
的
軍
事
知
識
・
技
能
の
習
得
を
め
ざ
す
軍

事
学
と
国
語
、
英
語
、
歴
史
、
地
理
、
数
学
、

物
理
、
化
学
等
の
修
得
を
目
的
と
す
る
普
通
学

が
あ
り
ま
し
た
。 

訓
育
科
目
に
は
、
勅
諭
奉
読
、
講
話
等
の
精

神
教
育
、
日
常
作
業
や
、
諸
点
検
、
諸
作
業
等

の
勤
務
、
そ
し
て
体
操
、
球
技
、
長
距
離
走
、

武
道
、
短
艇(

カ
ッ
タ
ー)

、
水
泳
、
滑
空(

グ
ラ

イ
ダ
ー
訓
練)

等
の
体
育
が
あ
り
ま
し
た
が
、

基
礎
体
力
を
作
る
た
め
の
体
操
と
し
て
海
軍

体
操
が
毎
朝
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
軍
体
操
に
は
、

第
一
体
操
と
第
二
体
操
が
あ
り
、
第
一
体
操
は

ラ
ジ
オ
体
操
程
度
の
も
の
で
誰
で
も
や
れ
る

簡
単
な
も
の
で
す
が
、
第
二
体
操
は
一
つ
の
号

令
で
左
右
別
々
の
運
動
を
同
時
に
や
る
も
の

で
、
反
射
神
経
と
運
動
能
力
の
向
上
を
め
ざ
す

も
の
で
し
た
。 

軍
事
学
と
し
て
は
、
航
海
術
・
航
空
術
・
砲

術
・
水
雷
術
・
通
信
術
・
機
関
術
・
整
備
術
等

が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
通
信
術
が
最
も
重

要
視
さ
れ
、
予
科
練
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で

最
も
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
手
旗
信
号
」
、「
発
光
信
号
」、
「
無
線(

モ
ー

ル
ス
信
号)

」
な
ど
、
飛
行
機
搭
乗
員
と
し
て

絶
対
必
要
な
各
種
通
信
手
段
の
訓
練
は
、
徹
底

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
無
線
は
送
信
も
大
切
で

す
が
、
受
信
の
方
が
さ
ら
に
重
要
で
、
か
つ
難

し
い
た
め
受
信
を
重
視
し
た
時
間
の
配
分
が

な
さ
れ
て
お
り
、
１
分
間
で
100
字
程
度
の
送

信
、
受
信
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。 

普
通
学
の
レ
ベ
ル
は
お
お
む
ね
現
在
の
高

等
学
校
程
度
の
も
の
で
し
た
が
、
数
学
、
物
理
、

化
学
は
大
学
並
の
高
い
レ
ベ
ル
の
内
容
で
し

た
。
数
学
で
は
三
角
関
数
な
ど
飛
行
機
で
航
法

計
算
に
使
う
重
要
な
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、

物
理
は
航
空
力
学
、
流
体
力
学
、
弾
道
学
、
気

象
学
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
、
電
気
や
重
力
な

ど
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
天

文
学
、
合
金
な
ど
の
材
料
学
、
機
械
、
発
動
機

(

エ
ン
ジ
ン)

、
銃
器
の
構
造
を
学
ぶ
授
業
も
あ

り
ま
し
た
。 

先
生
は
、
士
官
ク
ラ
ス
の
教
官
と
下
士
官
ク

ラ
ス
の
教
員
の
ほ
か
、
大
尉
か
少
佐
待
遇
の
高

専
の
先
生
や
兵
学
校
の
先
生
で
し
た
が
、
授
業

は
凄
ま
じ
い
詰
め
込
み
方
式
で
、
次
々
に
試
験

が
行
わ
れ
、
理
解
度
が
試
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
習
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
覚
え
る

の
が
鉄
則
で
し
た
か
ら
、
夜
の
温
習(

自
習)

時

間
は
も
ち
ろ
ん
、
消
灯
後
の
手
洗
い
の
常
夜
灯

の
下
で
、
大
勢
の
予
科
練
生
が
睡
魔
と
闘
い
な

が
ら
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

予
科
練
習
生
教
程
の
教
育
で
は
、
航
空
機
の

操
縦
訓
練
を
常
に
実
施
し
て
い
た
か
の
よ
う

な
印
象
を
世
間
に
与
え
て
い
ま
す
が
、
上
述
し

た
よ
う
に
基
礎
教
育
が
中
心
で
、
実
は
全
く
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
操
縦

訓
練
は
予
科
練
卒
業
後
に
、
他
の
海
軍
航
空
隊

で
行
わ
れ
る
本
科
と
し
て
の
「
飛
行
練
習
生
課

程(

飛
練
）」
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
予
科
練

習
生
課
程
に
お
い
て
は
、
操
縦
組
と
偵
察
組

(

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
・
通
信
士
な
ど
パ
イ
ロ
ッ
ト

以
外
の
搭
乗
員)

に
進
路
を
分
け
る
た
め
の
飛

行
適
性
検
査(

飛
適)

の
時
に
、
教
官
と
同
乗
し
、

指
示
に
よ
り
操
縦
を
実
施
し
て
適
性
を
検
査

さ
れ
る
時
だ
け
で
し
た
。 

日
課 

予
科
練
習
生
た
ち
は
、
当
初
班
員
約
20
名

で
１
個
班
を
構
成
し
、
10
個
班
で
１
分
隊
を

平成２７年１月１３日 
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 予科練の制服「七つボタ

ン」は、制服の上着のボタン

の数であることはもちろんで

すが、予科練生が七つボタン

の制服を着るようになったの

は、1942（昭和 17）年 11 月

１日からです（予科練の 15 年

の歴史の中で、七つボタンの

制服は、わずか３年弱でし

た）。それまでは、ジョンベラ

という通常のセーラー（水兵）

服を着用していて、さほど評

判は高くありませんでした。

そこで、全国の少年たちの憧

れの的となるような制服にす

るのと同時に、予科練生の待

遇改善のために、短ジャケッ

ト七つボタンに下士官型軍帽

が制定されました。1943（昭

和 18）年６月、東宝映画「決

戦の大空へ」が封切られ、そ

の主題歌「若鷲の歌」で「若

い血潮の予科練の 七つボタ

ンは桜にいかり」と歌われる

と、一躍「七つボタン」が有

名になり、予科練の代名詞と

なりました。この七つボタン

は世界の七つの海を越えて大

空を駆け巡る意味、月月火水

木金金という休日のない猛訓

練の意味もあったといいま

す。第 2 次世界大戦後の海上

自衛隊でも自衛隊生徒や一般

曹（下士官）候補学生には、

この予科練の制服に似た、短

ジャケット七つボタンに下士

官型軍帽の制服が定められて

います。 

 予科練の教育 

 予科練の教育の目的は

「予科練習生に関する教育綱

領第 16 条」によれば、「予科

練習生ノ教育ハ徳性ヲ涵養シ

体力ヲ錬成シ学術ヲ修得シモ

ッテ将来航空特務士官トシテ

軍務ヲ遂行スルニ必要ナル基

礎ヲ確立スルコトヲ本旨ト

ス」とあり、パイロットとし

ての専門教育以前の海軍航空

の中堅幹部としての幅の広い

基礎教育でした。 

第７５号 

 

号 

霞ヶ浦（その 10） ～予科練の教育と日課～ 

厳しい選抜試験を突破した予科練合格者たちは、郷土の誇り、母校 

誉れでした。彼らは故郷で盛大な見送りを受け、土浦海軍航空隊の門

をくぐりました。しかし到着後、入隊式までの間、さらに厳しい選抜

が行われ、不合格者は泣く泣く帰郷させられました。こうした選抜試

験に全て合格した者のみが、憧れの「七つボタン」の制服に身を固め

て入隊式に臨みましたが、その喜びもつかの間、日夜を分かたぬ厳し

い教育と訓練が待ち受けていました。 



 

 

形
成
し
て
い
ま
し
た
。
下
士
官
の
班
長
が
練
習

生
の
生
活
全
般
を
指
導
し
、
士
官
の
分
隊
長
や

分
隊
士
が
分
隊
を
統
率
し
て
い
ま
し
た
。
航
空

隊
内
の
起
居
動
作
、
日
課
、
授
業
な
ど
は
す
べ

て
班
ま
た
は
分
隊
単
位
で
行
わ
れ
、
練
習
生
は

交
代
で
班
や
分
隊
の
当
直
や
週
番
を
務
め
て

い
ま
し
た
。 

予
科
練
の
一
日
は
「
総
員
起
こ
し
５
分
前
」

の
号
令
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一
日
の
行
い
は
す

べ
て
「
５
分
前
精
神
」
と
い
っ
て
、
日
課
の
定

刻
通
り
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
５
分
前
に

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
厳
し
く
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

朝
６
時(

夏
期
の
４
月
～
９
月
は
５
時)

、
起

床
ラ
ッ
パ
と
と
も
に
「
総
員
起
こ
し
」
の
号
令

が
発
せ
ら
れ
る
と
、
全
員
一
斉
に
吊
り
床(

ハ

ン
モ
ッ
ク)

を
飛
び
出
し
、
吊
り
床
を
１
分
間

程
で
片
づ
け
、
洗
面
を
手
早
く
す
ま
せ
て
、
数

分
後
に
は
各
分
隊
ご
と
に
整
列
し
て
、
駆
け
足

で
練
兵
場
の
朝
礼
台
前
に
集
合
。
た
だ
ち
に
当

直
練
習
生
の
指
揮
で
全
員
が
号
令
練
習
を
行

い
、
そ
の
声
は
霞
ヶ
浦
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

６
時
15
分
か
ら
朝
礼
、
軍
艦
旗
掲
揚
、
皇
居

遙
拝
、
海
軍
体
操
、
当
直
将
校
訓
示
な
ど
が
あ

っ
て
、
無
線
・
発
光
・
手
旗
・
旗
旒
信
号
な
ど

の
信
号
送
受
信
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
礼

が
終
わ
る
と
６
時
30
分
か
ら
朝
の
清
掃
。
清

掃
は
軍
艦
で
言
え
ば
甲
板
洗
い
、
躾
教
育
の
一

環
と
し
て
重
視
さ
れ
、
な
か
で
も
甲
板
掃
除
と

い
う
独
特
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
自

分
た
ち
が
毎
日
、
使
用
し
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
を

す
べ
て
甲
板(

居
室
の
床)

か
ら
通
路
に
移
動

す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
オ
ス
タ
ッ

プ(

洗
濯
桶)

に
水
を
い
れ
、
そ
の
水
と
石
鹸
水

を
甲
板
に
ま
き
、
ソ
ー
プ(

甲
板
用
棒
雑
巾)

で

甲
板
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。
教
員
の
号
令
の
も

と
、「
ソ
ー
プ
用
意
」
で
12
名
が
甲
板
の
端
か

ら
端
へ
と
一
列
横
隊
で
押
し
て
い
き
ま
す
。
足
、

腰
を
鍛
え
る
た
め
に
は
理
想
的
方
法
で
す
が
、

端
か
ら
端
ま
で
30
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
は
あ
る

床
を
、
短
距
離
走
の
ス
タ
ー
ト
時
の
ス
タ
イ
ル

で
尻
を
上
げ
、
押
し
な
が
ら
甲
板
を
磨
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
押
せ
、
押
せ
」
の
号

令
で
何
回
も
や
ら
さ
れ
る
の
で
、
罰
直
的
意
味

合
い
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
兵
舎
や
教
室

の
床
は
鏡
の
よ
う
に
光
っ
て
い
ま
し
た
。 

７
時
15
分
か
ら
の
朝
食
は
食
事
当
番
が
炊

事
場
か
ら
班
員
分
の
食
事
を
受
け
取
り
、
居
室

の
食
卓
に
配
食
し
て
、
班
長
と
と
も
に
全
員
が

そ
ろ
っ
て
食
事
を
し
ま
し
た
。
食
事
の
後
、
８

時
か
ら
の
朝
温
習
は
自
習
の
時
間
で
、
８
時

50
分
、
「
課
業(

授
業)

整
列
５
分
前
」
の
号
令

に
よ
り
、
各
分
隊
ご
と
に
練
兵
場
に
整
列
し
た

後
に
各
教
室
に
向
か
い
ま
し
た
。
午
前
中
の
授

業(

８
時
55
分
か
ら)

は
普
通
学
や
軍
事
学
が

中
心
で
、
昼
食
は
12
時
か
ら
。
午
後
の
授
業

(

12
時
55
分
か
ら)
は
主
と
し
て
体
育
、
短
艇
、

武
道
等
が
屋
外
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
船
上
生

活
は
駆
け
足
で
す
か
ら
、
構
内
の
移
動
も
「
休

め
」
以
外
は
す
べ
て
駆
け
足
、
歩
く
こ
と
は
許

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
課
業
終
了
後
、
夕

食
ま
で
は
柔
道
、
剣
道
な
ど
の
武
道
、
球
技
、

水
泳
な
ど
で
体
力
気
力
の
錬
成
を
行
い
、
土
曜

日
の
午
後
も
大
掃
除
の
後
、
武
道
、
球
技
、
水

泳
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

16
時
15
分
か
ら
の
夕
食
も
朝
食
、
昼
食
と

同
様
に
居
室
の
食
卓
に
配
食
し
て
、
班
長
と
と

も
に
食
事
を
し
ま
し
た
。
夕
食
後
の
約
１
時
間

半
が
唯
一
の
自
由
時
間
で
、
楽
し
い
時
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。
予
科
練
生
は
こ
の
間
に
風
呂

(

屋
内
プ
ー
ル
に
も
な
る
大
き
な
も
の
で
、
ボ

イ
ラ
ー
場
か
ら
の
蒸
気
で
湯
を
沸
か
し
て
い

ま
し
た)

、
洗
濯
、
酒
保(

艦
内
や
隊
内
に
あ
る

売
店
。
こ
こ
で
は
飲
物
、
菓
子
、
日
用
品
等
が

市
価
よ
り
も
割
安
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
酒
」
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
酒
類
が
販
売
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た)

で
の
買
い
物
、

故
郷
へ
の
手
紙
書
き
な
ど
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

休
息
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
18
時
10

分
か
ら
就
寝
準
備
の
吊
り
床
下
ろ
し
や
清
掃

を
行
っ
た
後
、
約
２
時
間
の
温
習(

自
習)

の
時

間
と
な
り
、
教
室
の
机
で
全
員
が
静
か
に
予
習

復
習
を
行
い
ま
し
た
。 

夜
の
温
習
後
、
練
習
生
全
員
が
椅
子
に
姿
勢

を
正
し
て
坐
り
、
目
を
閉
じ
て
、
週
番
練
習
生

が
一
語
一
語
奉
唱
す
る
海
軍
五
省
を
聞
い
て

一
日
を
反
省
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
週
番
練
習

生
以
外
は
吊
り
床
に
入
り
、
巡
検
に
来
た
当
直

士
官
に
週
番
練
習
生
が
人
員
の
現
況
を
報
告
、

巡
検
終
了
ラ
ッ
パ
と
共
に
照
明
が
消
さ
れ
、
分

刻
み
の
、
息
つ
く
暇
も
な
い
一
日
が
終
わ
り
、

予
科
練
生
は
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。 

                 

※
「
海
軍
五
省
」
と
は
、
生
徒
が
そ
の
日
の
行
い

を
反
省
す
る
た
め
に
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
、

五
つ
の
問
い
か
け
の
こ
と
で
す
。
海
軍
兵
学
校
で

1932(

昭
和
７)

年
か
ら
、
一
日
の
最
後
に
唱
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
各
地
の
予
科
練
で
も

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
、
「
至
誠

し
せ
い

に
悖 も

と

る
勿 な

か
り
し
か
」
：
何
事
も
真
心

こ
め
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
か 

一
、
「
言
行

げ
ん
こ
う

に
恥
づ
る
勿
か
り
し
か
」
：
言
葉
や
行

動
に
恥
ず
か
し
い
点
は
な
か
っ
た
か 

一
、
「
気
力
に
缺 か

く
る
勿
か
り
し
か
」
：
気
力
や
や

る
気
は
十
分
だ
っ
た
ろ
う
か 

一
、
「
努
力
に
憾 う

ら

み
勿
か
り
し
か
」
：
で
き
る
か
ぎ

り
の
努
力
を
し
た
だ
ろ
う
か 

一
、「
不
精

ぶ
し
ょ
う

に
亘 わ

た

る
勿
か
り
し
か
」：
つ
い
つ
い
手

を
抜
く
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
か 
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